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通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 

 最近の業績の動向を踏まえ、2020年１月31日に公表した2020年３月期（2019年４月１日～ 

2020年３月31日）の通期連結業績予想を修正することといたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

 

１．通期業績予想の修正（2019年４月１日～2020年３月31日） 

 

通期連結業績予想 

 売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に 

帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益

（注） 

前回発表通期予想（A） 
    百万円 

   1,486,000 

 百万円 

    140,000 

 百万円 

    145,000 

 百万円 

    93,000 

 円 銭 

    269.69 

今回発表通期予想（B）    1,411,000     100,000     102,000      53,000     154.47 

増減額（B-A）     △75,000     △40,000     △43,000     △40,000       － 

増減率（％）      △5.0     △28.6     △29.7     △43.0       － 

（参考）前期連結実績 

（2019年３月期） 
   1,487,261     176,160     165,360     150,807     432.10 

（注）「１株当たり当期純利益」の算定上の基礎となる期中平均株式数については、前回発表通期予想では2019年

12月31日時点、今回発表通期予想では2020年３月31日時点、前期連結実績では2019年３月31日時点の株式数

に基づき計算しております。 

 

 

２．修正の理由 

 

上表の通り、2020年３月期の業績予想について、通期連結売上高、営業利益、経常利益および  

親会社株主に帰属する当期純利益の見通しの修正を行います。 

通期連結売上高については、第4四半期に入り、新型コロナウイルス感染症が国内外に拡大するの

に伴い、世界各国の入国制限や検疫強化、国内においては日本政府によるイベントの自粛要請や大

型テーマパークの休園、首都圏での外出自粛要請のため、２月以降、国際線・国内線の旅客需要が

急激に落ち込みました。そのため、前回発表予想額と比べて売上高は750億円の減少を見込んでおり

ます。急激な需要の落ち込みに対し、国際線・国内線共に運休・減便・小型化の対応を行いました
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が、売上高減少をカバーするまでには至らず、通期連結営業利益は、前回発表予想額と比べて400億

円の減少を見込んでおります。また、通期連結経常利益については430億円の減少、通期親会社株主

に帰属する当期純利益については、400億円の減少を見込んでおります。 

 

（注）上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報から得られた判断に基づいて 

おり、実際の業績等は、様々な要素により記載の予想数値とは異なる結果となる可能性が 

あります。 

なお、当社の2020年３月期通期決算発表は、2020年４月30日（木）16:00を予定しておりま 

す。 

 

 

以上 


